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仮
刑
律
の
一
考
察

手

塚

豊

　
慶
慮
三
年
十
月
十
四
日
、
第
十
五
代
將
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
の
奏
聞
を
な
す
や
、
朝
廷
は
翌
十
五
日
に
こ
れ
を
聴
許
し
、
國
是
を
決
定
す

る
た
め
十
萬
石
以
上
の
諸
侯
の
上
京
を
命
じ
た
。
慶
喜
は
同
月
十
九
日
、
諸
侯
参
集
ま
で
の
施
政
す
な
わ
ち
外
交
事
務
を
は
じ
め
緊
急
を
要
す
る

國
事
の
取
扱
い
に
關
し
て
八
ケ
條
の
伺
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
第
六
條
目
に
、

　
一
　
刑
法
之
儀
ハ
召
ノ
諸
侯
上
京
之
上
御
取
極
メ
可
相
成
ト
存
候
得
共
夫
迄
ノ
庭
ハ
仕
來
通
ニ
テ
宜
候
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
あ
る
。
新
政
府
は
こ
れ
に
封
し
て
同
月
二
十
二
日
次
の
ご
と
く
同
答
し
た
。

　
召
之
諸
侯
上
京
之
上
規
則
相
定
候
得
共
夫
迄
之
庭
ハ
是
迄
之
通
リ
可
心
得
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
日
本
近
代
刑
法
史
は
、
こ
の
指
令
に
は
じ
ま
る
と
い
つ
て
よ
い
。
「
是
迄
之
通
」
と
い
う
の
は
、
幕
府
の
天
領
に
は
專
ら
幕
府
法
が
、
各
大
名

領
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
藩
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
徳
川
時
代
の
慣
例
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
、
こ
の
指
令
は
そ
の
よ
う
な
奮
幕
時
代
の
先
例
が
暫
定
的

に
奴
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
新
政
府
が
可
及
的
速
か
に
刑
法
制
定
の
企
圖
を
有
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の

で
も
あ
つ
た
。
新
政
府
の
嚢
足
に
當
り
、
ま
す
刑
法
が
問
題
に
せ
ら
れ
た
の
は
、
當
面
の
治
安
を
確
保
す
る
實
際
上
の
要
求
か
ら
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
六
二
九
）



　
　
　
　
假
刑
律
の
M
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
六
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
聖
王
ノ
政
ハ
刑
法
ヲ
大
ナ
リ
ト
爲
ス
」
と
い
う
が
ご
と
き
東
洋
的
政
治
意
識
が
こ
こ
に
露
呈
し
た
も
の
と
も
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
樺
分
立

の
國
家
体
制
が
整
備
し
な
か
つ
た
當
時
に
お
い
て
は
、
刑
法
の
編
纂
事
業
も
、
そ
れ
を
直
接
に
運
用
す
る
司
法
機
關
が
櫓
當
す
べ
き
で
あ
つ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
新
政
府
が
は
じ
め
て
官
制
を
整
え
た
の
は
翌
明
治
元
年
｝
月
十
七
日
で
あ
る
。
そ
の
三
職
分
課
の
司
法
機
關
と
し
て
刑

法
事
務
科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
官
制
は
藪
ヵ
月
間
に
め
ま
ぐ
る
し
い
攣
遷
を
た
ど
り
、
刑
法
事
務
科
も
翌
二
月
三
日
に
は
珊
洗
事
務
局
と
な

り
、
さ
ら
に
閏
四
月
二
十
一
日
の
大
改
革
で
刑
法
官
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
刑
法
官
は
翌
年
七
月
八
日
の
刑
部
省
設
置
ま
で
つ
穿
い
た
の
で
あ

る
。
新
政
府
部
内
に
お
け
る
裁
判
の
準
則
と
し
て
假
刑
律
、
あ
る
い
は
假
律
と
呼
ば
れ
る
刑
法
典
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
刑
法
官
設
置
前
後

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
に
公
布
し
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
新
政
府
が
當
初
直
接
に
管
轄
し
得
た
奮
幕
府
天
領
の
一
部
に
原
則
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
じ
く
新
律
綱
領
（
明
治
三
年
）
、
改
定
律
例
（
明
塗
ハ
年
）
等
、
明
治
初
期
の
肚
會
を
規
律
し
た
一
蓮
の
東
洋

法
系
刑
法
の
先
騙
を
な
す
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
、
こ
れ
を
輕
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
明
治
民
法
に
封
す

る
奮
民
法
の
關
係
に
類
似
し
て
い
る
。
假
刑
律
の
存
在
に
は
論
及
せ
す
、
新
律
綱
領
を
以
て
明
治
時
代
最
初
の
刑
法
典
と
さ
れ
る
場
合
も
す
く
な

　
　
　
ハ
　
ロ

く
な
い
が
、
そ
の
先
騒
と
し
て
國
内
の
一
部
に
約
二
年
牛
飴
行
わ
れ
た
假
刑
律
は
「
籏
布
さ
れ
た
刑
典
で
は
な
か
つ
た
が
、
此
れ
を
明
治
政
府
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

初
の
編
纂
刑
法
典
と
見
る
を
得
る
」
の
で
あ
つ
て
、
近
代
日
本
刑
法
史
上
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
制
定
の
時
期
、
編
纂
者
等
を
明
ら
か
に
す
る
直
接
資
料
が
、
今
日
全
く
傅
え
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
す
か
に
、
假
刑
律
の
本
丈
を
載
せ
る
法
規

　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
b
b
、
、
、
、
セ
、
、

分
類
大
全
の
頭
註
に
「
假
律
荊
警
ノ
假
定
ニ
シ
テ
天
下
希
重
シ
者
ア
ラ
ス
」
（
魏
）
と
あ
る
の
が
、
そ
震
立
時
嬰
示
す
冬

一
つ
の
典
擦
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
假
刑
律
の
存
在
を
読
く
場
合
、
そ
れ
が
刑
法
官
に
お
い
て
編
纂
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
の
多
い

の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
頭
註
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
法
規
分
類
大
全
は
、
は
る
か
後
年
の
編
纂
書
で
あ
り
（
明
治
二
＋
三
年
出

版
）
、
そ
の
詮
明
は
他
に
傍
誼
の
な
い
限
り
必
す
し
も
信
を
お
き
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
は
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
周
邊
の
乏
し
い
資
料
か
ら
假
刑
律
成
立
の
時
期
及
び
編
纂
者
を
推
測
し
、
且
つ
そ
の
編
纂
の
典
蝶
は
、
從
來
偉
え



ら
れ
る
よ
う
な
明
、
清
律
及
び
わ
が
大
寳
律
、
御
定
書
等
の
み
な
ら
す
、

ろ
み
た
い
と
思
う
。

さ
ら
に
肥
後
藩
刑
法
草
書
を
あ
げ
う
る
鮎
に
關
し
若
干
の
考
察
を
こ
瓦

（
1
）
　
小
林
好
信
「
明
治
維
新
と
刑
法
の
撰
定
」
法
學
論
叢
第
四
八
巻
第
五
號
一
一
五
頁
。

（
2
）
　
小
田
切
盛
徳
「
日
本
刑
法
浩
革
史
」
（
明
治
＋
五
年
刊
）
二
Q
頁
以
下
。
涛
浦
癸
吾
「
明
治
法
制
史
」
（
明
治
ミ
＋
二
年
）
四
八
ユ
頁
以
下
。
富
井
成
章
「
法

　
刷
史
略
」
（
開
國
五
＋
年
史
上
巻
三
八
九
頁
以
下
）
「
明
治
の
法
制
」
（
新
日
本
第
二
巻
第
九
號
一
四
八
頁
以
下
）
Q
牧
健
二
「
日
本
法
制
史
概
論
」
四
〇
〇
頁
以

　
下
。
乞
●
国
o
目
日
ン
日
冨
鼠
冨
冨
器
9
証
一
〇
〇
号
」
曽
層
b
や
o
。
刈
卑
等
に
み
ら
れ
る
明
治
刑
法
史
の
項
に
は
、
假
刑
律
を
掲
げ
て
い
な
い
。
一
般
に
頒

　
布
さ
れ
金
國
的
に
施
行
さ
れ
た
刑
法
典
と
し
て
は
、
新
律
綱
領
が
た
し
か
に
近
代
日
本
刑
法
の
轄
矢
で
あ
る
。

（
3
）
　
小
早
川
欣
吾
著
「
明
治
法
制
史
論
」
公
法
之
部
下
巻
九
八
一
頁
。

（
4
）
　
こ
の
法
規
分
類
大
杢
所
載
の
も
の
が
（
刑
法
門
、
刑
律
e
五
五
頁
以
下
）
、
假
刑
律
の
定
本
で
あ
つ
た
が
（
想
拝
駄
蛭
）
、
昭
和
二
＋
年
司
法
省
刊
の
「
近
代
日

　
本
刑
事
法
令
集
」
（
司
法
賛
料
別
冊
第
一
七
號
上
巻
二
二
七
頁
以
下
）
に
は
、
奮
司
法
省
斬
藏
の
別
の
爲
本
が
覆
刻
さ
れ
た
（
紛
圷
畷
粥
）
。
資
料
本
の
原
本
に
は
修

　
正
書
入
の
部
分
が
少
く
な
い
の
で
、
大
を
本
に
よ
つ
て
補
訂
さ
れ
て
い
る
Q
ま
た
、
そ
の
名
稻
は
贅
料
本
で
は
「
假
刑
律
」
、
大
全
本
の
本
丈
は
「
假
刑
律
」
頭

　
註
に
は
「
假
律
』
と
な
つ
て
い
る
。
制
定
常
時
か
ら
「
假
律
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
か
ど
う
か
疑
間
も
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
假
刑
律
」
と
呼
ぶ
。

二

　
假
刑
律
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
編
纂
颪
後
に
刑
法
官
ま
た
は
刑
部
省
に
入
り
、
直
接
に
當
時
の
事
情
を
聞
知
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

鷲
人
あ
間
竃
、
刑
法
霧
繹
代
（
臨
事
龍
茗
）
、
と
す
る
読
と
、
刑
法
官
時
代
（
耽
薦
謂
箭
輸
よ
）
と
す
る
読
と
が
あ
る
．

明
治
二
年
十
一
月
、
刑
部
少
録
と
し
て
登
用
さ
れ
た
村
岡
良
弼
は
、

　
コ
月
三
日
（
手
塚
註
、
明
治
元
年
）
三
職
七
科
ヲ
改
テ
八
局
ト
爲
シ
…
…
刑
法
事
務
局
…
…
時
二
七
百
鯨
年
武
断
專
制
ノ
後
ヲ
承
ヶ
刑
獄
ノ
事
濫
酷
二
勝
ヘ
ズ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

困
テ
假
二
刑
名
ヲ
定
メ
以
テ
問
擬
ノ
準
則
ト
爲
シ
名
ヶ
テ
假
律
ト
日
フ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
述
べ
、
刑
法
事
務
局
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
明
治
二
年
六
月
以
降
刑
法
官
に
出
仕
し
た
村
田
保
は
、

　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
六
ご
コ
）



　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
六
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
じ

　
　
明
治
元
年
の
コ
月
に
始
め
て
刑
法
事
務
局
と
云
ふ
も
の
が
出
來
て
、
七
月
に
至
っ
て
刑
法
官
と
云
ふ
も
の
が
出
來
た
。
そ
れ
か
ら
同
年
の
十
一
月
に
假
刑
律
と

　
云
ふ
も
の
を
拮
へ
た
。
其
假
刑
律
と
云
ふ
の
は
新
律
の
出
來
る
迄
の
假
の
刑
律
で
、
五
六
十
枚
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
擦
つ
て
塵
分
を
し
て
居
っ
た

　
　
　
　
　
（
3
）

　
の
で
あ
り
ま
す
Q

　
刑
法
官
ま
ア
唐
明
清
、
群
書
類
集
、
令
義
解
、
肥
藩
刑
典
等
、
其
他
ノ
書
類
ヲ
参
酌
シ
テ
新
律
制
定
迄
假
ノ
刑
律
則
假
刑
律
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
編
纂
シ
…
…
各
府
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
壬
ア
慣
例
ナ
ク
決
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
刑
法
官
二
問
合
セ
、
刑
法
官
・
二
τ
ハ
刑
名
ヲ
設
定
シ
テ
同
答
セ
リ
。

と
述
べ
、
爾
談
話
と
も
に
刑
法
官
時
代
読
を
主
張
し
て
い
る
。
明
治
刑
法
編
纂
史
に
關
す
る
諸
論
考
で
假
刑
律
を
詮
明
す
る
場
合
、
刑
法
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

時
代
読
を
探
る
者
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
わ
す
か
に
「
明
治
法
制
史
論
」
（
昭
和
＋
五
年
）
に
お
け
る
小
早
川
欣
吾
氏
と
、
他
に
は
小
林
好
信
氏
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
。
爾
氏
と
も
に
そ
の
典
擦
は
明
示
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
村
岡
詮
を
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
は
す
べ
て
刑
法
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

時
代
と
す
る
詮
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
池
田
寅
次
郎
博
士
は
「
刑
法
官
に
お
い
て
は
大
寳
律
を
骨
子
と
す
る
刑
律
を
定
め
た
の
で
あ
る
が
、
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
假
律
と
云
ひ
、
刑
法
官
の
假
定
で
あ
つ
て
天
下
に
布
告
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
刑
法
事
務
局
読
を
述
べ
ら
れ
た

小
早
川
欣
吾
氏
も
「
綾
明
治
法
制
叢
考
」
（
昭
利
＋
九
年
）
に
お
い
て
は
「
『
假
律
』
が
若
し
刑
法
官
に
於
て
假
定
さ
れ
し
も
の
と
す
る
事
が
誤
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
す
れ
ば
、
『
假
律
』
の
編
纂
は
刑
法
官
設
置
の
年
な
る
、
閏
四
月
二
十
一
日
以
後
の
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
一
感
の
疑
間
を
持

た
れ
つ
～
前
詮
を
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
前
節
に
お
い
て
述
べ
た
ご
と
く
直
接
資
料
の
判
明
し
な
い
今
日
、
そ
の
い
す
れ
が
眞
實
か
を
確
實
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

情
の
解
明
に
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
あ
た
え
る
の
は
、
天
野
御
民
著
「
法
律
澹
革
略
史
」
の
左
の
一
節
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
さ
　
　
し

　
肥
後
藩
二
至
テ
ハ
夙
二
刑
律
二
心
ヲ
用
ヒ
支
那
清
律
二
依
テ
参
酌
シ
之
ヲ
施
行
シ
當
時
列
藩
中
ニ
ア
濁
リ
超
出
シ
タ
リ
故
二
以
テ
維
新
ノ
初
メ
朝
廷
新
律
ヲ
撰

　
用
ス
ル
肥
後
藩
ノ
人
ヲ
學
テ
之
二
充
ッ
叉
卓
越
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
稀
購
）

　
天
野
は
刑
部
省
時
代
に
、
椹
大
録
の
職
に
在
り
、
直
接
に
當
時
の
事
惰
を
聞
知
し
た
と
思
わ
れ
る
一
人
で
あ
る
。
「
維
新
ノ
初
メ
」
の
「
新
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
い
え
ば
、
假
刑
律
か
ま
た
は
新
律
綱
領
で
あ
る
が
、
後
者
の
編
纂
關
係
者
に
は
、
か
つ
て
私
が
考
鐙
し
た
ご
と
く
肥
後
藩
出
身
者
は
い
な
い
。



と
す
れ
ば
、
こ
の
「
新
律
」
は
假
刑
律
を
指
す
春
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
明
治
初
期
の
司
法
官
魔
に
、
肥
後
藩
（
熊
本
）
出
身

者
で
い
か
な
る
人
が
在
職
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
實
を
追
求
す
れ
ば
假
刑
律
の
成
立
時
期
と
編
纂
關
係
者
を
推
測
す
る
貴
重
な
鍵
が
あ
た
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
明
治
元
年
、
刑
法
事
務
科
、
刑
法
事
務
局
、
刑
法
官
に
在
職
し
た
主
要
な
る
官
員
の
進
退
歌
況
を
左
に
圖
表
と
し
て
揚

げ
て
み
よ
う
。

　
　
前
罐
　
顯
饗
職
務
補
任
録
（
明
治
三
六
年
刊
）
、
明
治
史
要
上
巻
（
東
大
修
補
版
）
、
司
法
沼
革
誌
（
昭
和
＋
四
年
版
）
、
百
官
履
歴
（
日
本
史
籍
協
會
本
）
等
を
参
照

　
　
　
　
し
て
作
成
し
た
Q
こ
れ
ら
の
原
史
料
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
の
で
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
備
考
に
掲
げ
た
◎
ま
た
、
退
任
年
月
日
が
明
記
さ
れ
な
い
場
合

　
　
　
　
は
、
暖
官
ま
で
在
職
し
た
も
の
と
考
え
た
。
な
お
、
刑
法
官
判
事
の
氏
名
は
史
要
及
び
補
任
録
に
は
記
事
が
な
い
の
で
、
こ
の
項
は
司
法
澹
革
誌
の
み
に
採

　
　
　
　
つ
た
Q

刑 刑 官

法 法
事 事 臆

務 務
局 科 名

二 一
開

月 月 設

三 十 年
日 七 月

日 日

同同同同　　伺刑 同　同刑　同刑 〆

法 法　　　法
右右　　　　事 右　右事　右事

判権　　　　　　務 務　　　務
局 掛　　総 〆

事輔　　　　　輔督 督

溝五蜂細　　長近 ＊津＋細長 氏

口條須川　谷衛 村　田時　川谷
（　　　賀
孤貞爲茂謹　　信忠

（　　（　　　　　（

弊豊信維護喜信

書直榮詔久　篤房 馳甑恵さ廷篤 名

熊京徳熊　　同京 熊　熊柳　熊京 出
身

本都島本　　右都 本　本川　本都 地

　靹の　　＝＝　　　　　　　　　　　　一

同万万同　同万
一　同同　同一
月　　　　　　月

就

　五四　　　　　五右日日右　　右日 廿　右右　右＋
三　　　　　　　　七

任

日　　　　　　　日 日

　　閏　　　　　閏
同同四三　　三四
　　月冒　　月月
右右廿　　　七廿
　　一三　　　日一
　　日　日　　　　H

一　（　　　　　　　一

亘難同同亘
二　　本右　右二
日　　　　　　　日

　丈
）

退
任
臼

こ　　明司事大 司　百十
の　　治法は津 法　官月 備

就　　史沿補裁 浩　履：六

任　　要革任判 革　歴日
記　　の誌録所 誌　に辮
事　　退の、総 に　は事
は　　任退百督 は　　こ　に

補　　日任官に こ　の韓
任　　は日履韓 の　就
録　　三は歴、 就　任
に　　月三にこ 任　記
な　　十月はの 記　事
し　　二廿な就 事　な
。　’日二し任 な　し 考

Q日Q記 し　　Q

Q 0

假
刑
律
の
一
考
察

五

（
山
ハ
一
二
三
）



假
刑
律
の
一
考
察

同同同

右右右

荒土木

尾倉村

成正貞

章彦退

因岡同

幡山看

万同祠
四
臼右右

同同同

看右右

ゐノ、

（
山
ハ
三
㎜
閂
）

百
官
履
歴
の
退
任
日
は
四
月
十
八
日

明
治
史
要
の
就
任
日
は
二
月
七
日

刑

法

官

閏
四

月

背
一
日

＿一　　　 　　　　　一　　』　　『　隠『　　「

同同同同刑
　　　　法右　　　　右、．
　判副　　lf

知　　知

事事　　事

土中池大山

肥島田原内

謙錫章重豊

藏胤政徳信

鳥徳岡京高

取島山都知
閏　　閏閏

同四五四四
月月月月

右廿十廿廿
』二九三一
日　日　日　日

閏
四

月

廿
三
H

i翌i翌i翌i翌

年年年年
一・五四四
月月月月
二十八二二
十臼　日十
五退知五
日　　事日
退　　へ退

昇
進

後
睡

（
1
）
　
太
字
の
氏
名
は
肥
後
藩
關
係
者
を
示
ず
Q

（
1
）
　
明
治
史
要
及
び
補
任
録
に
擦
る
と
、
刑
法
事
務
局
出
仕
官
員
の
最
初
の
就
任
日
は
土
倉
を
除
き
、
杢
て
二
月
二
＋
日
に
な
つ
て
い
る
が
、
史
要

　
　
二
＋
臼
の
條
に
「
職
制
ヲ
更
生
ス
ル
ハ
、
本
月
三
日
二
在
リ
、
官
員
ノ
拝
任
ハ
漸
次
本
日
二
遣
フ
、
而
シ
テ
原
記
散
逸
其
詳
ナ
ル
得
テ
知
ル
ヘ
カ

　
　
ラ
ス
、
佃
シ
鈴
印
ノ
宣
旨
ヲ
賜
フ
、
多
ク
本
日
昌
在
ル
ヲ
以
テ
姑
ク
此
二
牧
ム
」
（
上
巻
二
八
頁
）
と
あ
る
ご
と
く
確
實
で
は
な
い
◎
從
つ
て
司
法

　
　
沿
革
誌
の
「
五
日
」
を
採
つ
た
o
改
任
者
は
お
そ
ら
く
二
月
三
日
か
ら
出
仕
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
Q

（
匿
）
後
蓮
の
ご
と
く
、
溝
口
孤
雲
が
一
月
二
＋
二
日
刑
法
事
務
掛
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
肥
後
藩
の
資
料
に
て
立
詮
さ
れ
る
が
、
間
表
作
成
の
諸
資

　
　
料
K
は
そ
の
記
事
を
訣
く
の
で
、
こ
の
表
に
は
省
略
し
た
Q

　
こ
の
圖
表
は
八
月
以
後
に
出
仕
し
た
官
員
の
進
退
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
月
、
眞
田
信
濃
守
（
信
濃
、
松
代
藩
）
の
伺
書
に

封
す
る
刑
法
官
同
答
に
「
凡
窃
盗
倉
庫
ヲ
破
事
者
盗
得
サ
レ
ハ
答
五
十
凱
二
盗
得
ル
者
二
十
金
以
下
ハ
答
一
百
之
新
律
相
立
候
二
付
盗
賊
喜
代
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
n
）

郎
答
一
首
之
刑
可
申
付
候
噺
」
と
あ
り
、
こ
の
「
新
律
」
は
明
ら
か
に
假
刑
律
「
倉
庫
ヲ
破
ル
」
條
の
正
文
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
假
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

律
が
八
月
以
前
に
成
立
し
た
こ
と
を
確
實
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
假
刑
律
が
八
月
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
す
れ
ぱ
、
そ
の

編
纂
關
係
者
も
ま
た
同
月
以
前
の
揖
仕
者
中
に
、
こ
れ
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
前
掲
圖
表
が
明
ら
か
に
示
す
よ
う
に
、
刑
法
官
設
置
以
後
の
出
仕
者
に
は
肥
後
藩
關
係
者
が
皆
無
で
あ
る
に
反
し
、
刑
法
事
務
科
、
刑
法
事
務



局
の
時
代
に
は
、
同
藩
出
身
者
が
多
藪
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
野
御
民
の
読
が
眞
實
を
傳
え
た
と
す
れ
ば
、
假
刑
律
編
纂
の
時
期
は
ま
さ

に
こ
の
時
代
で
な
げ
れ
な
ば
ら
な
い
。
他
方
、
假
刑
律
の
編
纂
に
肥
後
藩
關
係
者
が
参
加
し
た
と
推
定
さ
れ
る
傍
謹
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
編
纂

資
料
と
し
て
肥
後
藩
の
刑
法
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
村
田
談
話
も
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
資
料
本
假
刑
律
の
表
紙
裏
に
記
載

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

さ
れ
る
「
引
用
書
目
」
中
に
は
た
貸
一
つ
の
藩
法
と
し
て
，
「
肥
藩
刑
典
」
が
塁
げ
ら
れ
、
村
田
談
話
の
正
し
さ
を
立
詮
し
て
い
る
。
徳
川
時
代
の

各
藩
が
凋
自
の
藩
法
を
有
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
多
く
の
藩
は
幕
府
法
に
準
篠
し
た
内
容
の
法
令
を
行
つ
て
い
た
が
、
中
に
は
様
式
を
異
に

し
た
藩
刑
法
を
有
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
肥
後
藩
刑
法
、
す
な
わ
ち
肥
後
藩
刑
法
草
書
は
、
明
律
を
典
嫉
と
し
藩
猫
自
の
立
場
か
ら
編
纂
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
徳
川
時
代
藩
刑
法
の
白
眉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
川
時
代
の
刑
法
は
、
御
定
書
を
は
じ
め
す
べ
て
司
法
の
役
人
の
裁
判

の
遵
則
で
あ
つ
て
、
一
般
に
公
布
し
た
も
の
で
は
な
く
、
劃
外
的
に
は
一
切
秘
密
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
・
後
年
、
司
法
者
が
刑
法
編
纂
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

と
し
て
各
藩
法
の
提
出
を
命
じ
た
際
に
も
、
わ
す
か
十
種
ほ
ど
を
集
め
得
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
衝
に
當
つ
た
村
田
保
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

（
路
）

る
Q

　
維
新
後
に
な
り
ま
し
て
段
々
各
藩
の
刑
法
書
と
云
ふ
も
の
を
取
集
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
が
幕
府
の
時
分
に
於
て
ほ
、
寺
肚
奉
行
と
か
町
奉
行
と
か
評
定

　
所
吟
昧
役
と
か
留
役
と
云
ふ
如
き
者
は
今
日
の
裁
到
官
に
し
て
、
法
律
に
關
す
る
こ
と
は
親
子
兄
弟
と
錐
も
話
を
せ
ぬ
と
云
ふ
誓
ひ
を
立
て
て
在
る
の
で
あ
る
か

　
ら
、
何
人
と
い
へ
ど
も
法
律
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
各
藩
に
法
律
を
集
め
る
に
も
、
域
は
中
に
は
焼
き
棄
て
て
仕
舞
つ
た
と
云
ふ
や
う
な
類

　
が
あ
る
Q
私
な
ど
も
刑
法
書
は
大
部
集
め
て
居
り
ま
す
る
が
中
に
は
其
跡
を
見
る
事
が
出
來
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
Q

　
こ
れ
は
明
治
政
府
の
基
礎
も
確
立
し
た
，
明
治
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
況
ん
や
維
新
直
後
、
新
政
府
の
威
令
き
わ
め
て
不
充
分
の
時
、
立
法
資
料

と
し
て
藩
法
の
提
出
を
命
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
こ
と
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
に
も
か
瓦
わ
ら
す
、
假
刑
律
の
編
纂
に
藩
法
と
し
て
た
壁
一
つ

「
肥
藩
刑
典
」
が
使
用
、
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
、
編
纂
關
係
者
自
身
が
肥
後
藩
の
要
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ぼ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
要
す
る
に
假
刑
律
は
刑
法
事
務
科
、
刑
法
事
務
局
時
代
に
肥
後
藩
の
世
子
細
川
護
久
を
中
心
と
し
、
溝
口
孤
雲
、
木
村
得
太
郎
等
同
藩
關
係
者

の
手
に
よ
つ
て
編
纂
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
公
卿
田
身
の
近
衛
忠
房
、
長
谷
信
篤
、
徳
島
藩
主
の
蜂
須
賀
茂
詔
等
の
高
官
は
別
と
し
て
、

　
　
　
假
刑
律
の
U
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
六
三
五
）



　
　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
六
三
六
）

柳
川
藩
士
の
十
時
維
恵
、
岡
山
藩
士
の
土
倉
正
彦
、
因
幡
藩
士
の
荒
尾
成
章
等
も
そ
れ
に
協
力
は
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
編
纂
の
主
動
槽
は
前
述
の

人
汝
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）刑

律
と
新
刑
法
」

琢
郎
「
近
代
刑
法
浩
革
略
誌
」
（
前
揚
司
法
賓
料
上
巻

刑
法
局
が
置
か
れ
て
…

箏
務
局
叉
は
刑
法
官
の
誤
記
で
あ
ら
う
。

（
8
）

（
9
）

（
憩
）

（
1
1
）

（
皿
）

（
1
3
）

（
1
4
）

村
岡
良
弼
「
朋
治
刑
制
因
革
略
」
（
皇
典
講
究
斯
刊
本
）
五
頁
、
六
頁
。
そ
の
官
歴
は
「
櫟
齋
翁
年
譜
」
（
歴
史
地
理
第
二
九
巻
第
二
號
一
九
三
頁
）
に
擦
る
。

村
田
の
刑
法
宕
出
仕
事
情
に
っ
い
て
は
拙
稿
「
新
律
綱
領
編
纂
關
係
者
考
」
本
誌
第
嚇
コ
巻
第
ご
叫
號
四
四
頁
。

村
田
保
「
法
律
の
浩
革
」
（
明
治
二
＋
六
年
刊
）
三
頁
。

村
田
保
「
法
制
實
歴
談
」
法
學
協
會
難
誌
第
三
二
巻
第
四
號
一
四
｝
頁
。

小
早
川
欣
吾
「
明
治
法
制
史
論
」
公
法
ノ
部
下
巻
九
八
扁
頁
、
九
九
七
頁
。

小
林
好
信
、
前
掲
論
文
一
一
九
頁
Q

池
田
寅
次
部
「
法
典
編
纂
」
（
岩
波
日
本
歴
史
講
座
）
二
頁
。
同
様
の
見
解
は
岡
田
朝
太
郎
「
月
本
刑
法
論
」
（
明
治
二
七
年
）
九
〇
頁
。
泉
二
新
熊
「
奮

　
　
　
　
　
法
學
協
會
難
誌
第
二
七
巻
第
四
號
一
一
一
頁
。
小
笠
原
欽
明
「
刑
法
嚢
達
史
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
歴
史
科
學
第
四
巻
第
四
號
六
三
頁
。
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
周
行
博
士
は
「
明
治
元
年
に

　
　
　
　
　
　
　
：
是
時
、
に
假
刑
律
な
る
も
の
が
編
纂
さ
れ
た
」
（
績
法
制
史
研
究
二
一
二
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
刑
法
局
と
い
う
官
臆
名
は
な
い
。
刑
法

　
叢
第
四
八
巻
第
五
號
一
頁
以
下
）
・

（
1
5
）

　
仙
毫
藩
刑
法
、

二
頁
）
・
團
藤
重
．
光
「
刑
法
の
近
代
的
展
開
」
四
頁
等
に
み
ら
れ
る
。

小
早
川
欣
吾
「
新
律
綱
領
及
ぴ
改
定
律
例
の
編
纂
過
程
と
其
の
判
決
に
就
い
て
」
（
績
明
治
法
制
叢
考
所
牧
）
三
頁
。

天
野
御
民
「
法
律
澹
革
略
史
」
（
明
治
＋
年
刊
）
＋
七
枚
目
。

拙
稿
、
前
掲
論
文
、
五
三
頁
以
下
Q

法
規
分
類
大
全
、
刑
法
門
、
刑
律
八
四
頁
、
八
五
頁
。

小
早
川
氏
も
こ
の
鮎
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
Q
前
掲
論
文
三
頁
、
四
頁
Q

前
掲
「
司
法
贅
料
」
ニ
ニ
八
頁
。

刑
法
草
書
は
、
寳
暦
四
年
肥
後
藩
主
細
川
越
中
守
重
賢
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
べ
は
牧
健
二
「
肥
後
藩
刑
法
草
書
の
成
立
」
（
法
學
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
田
手
一
部
「
熊
本
藩
刑
法
草
書
考
」
（
法
政
研
究
第
一
二
巻
第
二
號
＝
ハ
五
頁
以
下
）
等
参
照
Q

こ
の
時
蒐
集
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
幕
府
の
御
定
書
以
外
に
、
球
琉
新
集
科
律
、
熊
本
藩
刑
法
草
書
、
和
歌
山
藩
國
律
、
盛
岡
藩
律
、
弘
前
藩
御
刑
法
牒
、

　
　
　
　
縮
岡
藩
議
定
書
、
名
古
屋
藩
仕
置
定
、
新
糞
田
藩
新
律
、
中
村
藩
罪
案
爲
等
の
み
で
あ
つ
た
Q



（
1
6
）
村
田
前
掲
「
法
律
の
浩
革
」
三
頁
。

（
1
7
）
　
溝
口
孤
雲
は
漢
學
者
で
あ
つ
た
が
、
海
外
の
事
情
に
も
明
る
く
、
長
く
藩
の
家
老
を
し
て
い
た
（
長
岡
護
美
談
、
「
長
岡
雲
海
公
傳
」
巻
二
、
二
七
九
頁
）
、

　
維
新
當
時
は
京
都
に
在
つ
て
國
事
に
誰
力
し
た
。
常
時
六
＋
歳
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
（
熊
本
市
史
、
六
〇
八
頁
）
。
木
村
徳
太
郎
は
地
位
の
低
い
藩
士
で
あ
つ

　
た
が
、
學
力
は
勝
れ
て
い
た
（
小
橋
元
雄
談
、
「
史
談
會
速
記
録
」
七
九
輯
五
六
頁
）
。
刑
法
事
務
局
朔
事
退
任
後
、
富
高
縣
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
爾
名
の
詳

　
し
い
傳
記
を
知
る
資
料
を
、
私
は
持
つ
て
い
な
い
。
識
者
の
御
教
示
を
得
た
い
。

三

次
に
、
そ
の
事
情
を
肥
後
藩
側
の
資
料
に
よ
つ
て
確
め
て
み
た
い
。
藩
の
世
子
細
川
護
久
が
刑
法
事
務
総
督
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
前
掲
圖
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

の
ご
と
く
一
月
十
七
田
で
あ
る
が
、
在
京
の
溝
口
孤
雲
、
三
宅
藤
右
衛
門
は
同
月
二
十
日
在
藩
の
家
老
中
老
宛
次
の
ご
と
く
報
じ
て
い
る
。

　
一
　
世
子
去
ル
十
七
日
依
召
御
滲
内
之
庭
刑
法
事
務
惣
督
江
被
爲
蒙
仰
候
右
者
王
政
律
令
之
振
合
、
一
相
成
候
哉
叉
ハ
徳
川
之
振
合
洋
法
杯
茂
御
交
與
申
合
二
も
有

　
之
哉
品
二
よ
リ
候
而
ハ
其
邊
心
得
候
人
物
至
急
二
出
京
も
可
被
仰
付
何
様
得
斗
御
模
様
相
窺
候
上
檬
子
可
申
達
候
聞
先
左
様
御
聞
置
候
様
存
候

新
刑
法
の
基
本
方
針
の
如
何
に
よ
つ
て
、
藩
中
よ
り
世
子
の
補
佐
役
と
し
て
の
適
任
者
を
選
出
せ
ん
と
す
る
心
組
が
み
ら
れ
る
。
護
久
の
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
日
、
津
田
山
三
郎
（
信
弘
）
は
刑
法
事
務
掛
に
登
用
さ
れ
た
。

〔
一
新
録
自
筆
状
〕

　
（
正
月
コ
十
日
獲
溝
口
三
宅
爾
人
よ
り
通
報
の
稜
書
）

　
同
十
七
日

　
一
　
世
子
依
御
参
内
之
庭
刑
法
事
務
惣
督
被
仰
付
候
事

　
但
津
田
山
三
郎
徴
士
被
仰
付
刑
法
事
務
掛
被
仰
付
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
つ
づ
い
て
一
月
二
十
二
日
に
は
溝
口
孤
雲
、
翌
こ
十
三
日
に
は
木
村
徳
太
郎
が
同
じ
く
刑
法
事
務
掛
に
任
ぜ
ら
れ
弛
。

〔
一
新
録
自
筆
状
〕

　
（
慶
鷹
四
年
田
中
八
郎
兵
衛
持
越
稜
書
）

　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
六
三
七
）



　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
六
三
八
）

　
　
同
（
胚
）
廿
コ
日

　
　
一
孤
雲
得
太
郎
徴
士
被
仰
付
可
爲
刑
法
事
務
掛
旨
被
仰
出
候
　
得
太
郎
ハ
廿
三
日
也

　
溝
口
の
任
命
は
、
前
掲
圃
表
の
資
料
に
は
い
す
れ
も
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
原
史
料
が
存
在
す
る
以
上
は
、
確
實
と
み
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
い
。
「
京
都
並
江
戸
返
達
御
用
拍
」
に
よ
る
と
、
津
田
は
そ
の
敷
日
後
す
な
わ
ち
一
月
二
十
二
日
に
陸
海
軍
務
掛
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
刑
法
事
務
掛
の
方
は
退
任
し
房
象
任
し
券
か
明
ら
か
で
蕊
が
（
鵡
膿
細
灘
噺
に
）
、
後
掲
「
林
新
九
腎
録
」
に
そ
の
名
の
記

蓮
が
見
出
せ
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
刑
法
事
務
掛
か
ら
軍
務
掛
へ
轄
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
彼
は
假
刑
律
の
編
纂
に
は
参
與
し
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
た
も
の
と
考
え
た
い
o
さ
ら
に
二
十
三
日
に
は
廣
田
貞
右
衛
門
、
岡
松
辰
吾
が
刑
法
書
調
方
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
〔
一
新
録
自
筆
状
〕

　
（
成
辰
正
月
廿
七
日
京
叢
他
筆
状
溝
口
三
宅
よ
り
家
老
中
老
當
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
田
貞
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
松
　
辰
　
吾

　
右
者
暫
滞
京
被
仰
付
今
度
若
殿
様
刑
法
事
務
絡
督
被
爲
蒙
仰
付
候
付
御
刑
書
し
ら
へ
御
用
掛
被
仰
付
旨

　
　
　
右
之
通
去
ル
廿
三
日
及
達
候

　
こ
の
取
調
は
二
十
七
日
に
完
了
し
、
太
政
官
へ
提
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
6
）

〔
一
新
録
自
筆
状
〕

　
（
慶
慮
四
年
正
月
廿
八
日
京
畿
田
中
八
郎
兵
衛
早
打
二
而
同
年
コ
月
六
日
着
持
越
評
議
稜
書
之
内
）

　
一
　
刑
法
事
務
縄
督
被
爲
蒙
仰
候
付
而
之
事

　
　
但
一
旦
ハ
他
之
御
分
職
二
御
願
替
之
思
召
被
爲
在
候
得
共
實
二
御
家
御
相
懸
之
御
職
掌
二
付
其
儘
御
勤
上
之
方
二
相
決
既
二
廣
田
貞
右
衛
門
岡
松
辰
吾
江
御

　
　
用
懸
被
仰
付
柱
礎
大
略
之
志
ら
べ
一
冊
出
來
今
日
大
政
官
江
．
被
差
上
候
右
窟
ハ
追
而
差
出
可
申
候

〔
坂
本
彦
兵
衛
日
記
〕

　
正
月
廿
七
日
　
　
一
　
刑
法
概
略
し
ら
へ
一
珊
出
來
今
日
上
ル



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
廣
田
貞
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
私
は
遺
憾
な
が
ら
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
岡
松
辰
吾
（
甕
谷
）
は
肥
後
藩
著
名
の
漢
學
者
、
律
令
學
に
造
詣
が

ふ
か
く
藩
の
刑
法
方
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
彼
が
刑
法
の
調
査
役
に
選
ば
れ
た
の
は
、
新
政
府
が
編
纂
せ
ん
と
す
る
刑
法
の
基
本
方
針
が
、

前
掲
溝
口
等
の
言
葉
を
借
り
て
い
え
ば
「
徳
川
之
振
合
洋
法
杯
」
よ
り
も
「
王
政
律
令
」
に
決
定
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
岡
松
は
藩
中
の
最
適
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

者
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
刑
法
「
柱
礎
」
、
「
刑
法
概
略
」
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
四
日
問
で
出
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

上
つ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
改
正
要
綱
の
ご
と
き
草
案
で
あ
つ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
假
刑
律
の
基
本
的
構
成
は
こ
の
時
に
成
つ
た
も
の
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

て
い
N
。
さ
ら
に
「
林
新
九
郎
日
録
」
に
は
、

一
同
（
肥
）
茗
日
雨
（
露
）
議
分
肇
勢
創
業
ノ
是
非
寄
知
慰
隷
案
森
森
総
慧
訟
曲
（
聾

と
あ
り
、
刑
法
の
事
は
溝
口
、
木
村
の
爾
名
が
專
ら
捲
當
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
前
記
「
刑
法
柱
礎
を
基
礎
」
に
し
て
編
纂
を
す

玉
め
た
の
で
あ
ろ
う
Q

　
こ
の
よ
う
に
肥
後
藩
側
の
資
料
は
、
世
子
護
久
の
刑
法
事
務
縄
督
就
任
を
機
會
に
、
い
ち
は
や
く
新
刑
法
の
編
纂
が
同
藩
關
係
者
に
よ
つ
て
開

始
さ
れ
た
事
實
を
立
誰
し
て
い
る
。
さ
れ
ば
假
刑
律
は
、
刑
法
事
務
科
、
刑
法
事
務
局
の
時
代
に
主
と
し
て
肥
後
藩
出
身
者
が
編
纂
し
た
と
す
る

前
述
の
推
定
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
一
暦
確
實
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
推
測
を
認
め
る
と
す
る
も
、
な
お
假
刑
律
の
最
終
的
成
稿
の
時
期
は
、
刑
法
官
時
代
で
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
間

が
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
鮎
は
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
假
刑
律
は
一
箇
の
固
定
的
な
完
成
法
典
で
は
な
い
。
何
と

な
れ
ば
、
そ
の
正
條
を
一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
最
初
の
原
案
の
量
刑
に
幾
多
の
修
正
、
加
除
を
加
え
た
痕
跡
が
各
所
に
み
ら
れ
、
中
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
未
決
」
の
は
り
紙
が
附
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
或
る
部
分
に
は
同
」
個
所
に
二
つ
の
符
箋
が
附
さ
れ
て
そ
れ
ぐ
異
な
つ
た
修
正
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

文
を
掲
げ
る
場
所
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
判
断
す
れ
ば
、
修
正
は
同
一
時
期
に
行
わ
れ
丸
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
二
同
以
上
に
亙
つ
て
行

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
、
そ
の
修
正
時
期
を
推
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
惹
が
、
前
掲
辰
八
月
眞
田
信
濃
守
に
封
す
る
同
答
「
凡
窃

　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
六
三
九
）



　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
　
　
（
六
四
〇
）

盗
倉
庫
ヲ
破
事
者
盗
得
サ
レ
バ
嚢
喜
二
葎
ル
童
＋
金
以
下
ハ
答
百
…
」
（
馨
の
條
斉
、
修
正
後
の
吝
霧
を
と
か
ら
寿

る
と
（
原
案
傍
顯
の
部
分
が
答
七
十
）
、
修
正
が
八
月
以
前
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
修
正
の
「
符
箋
」
に
、
「
青
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

「
西
」
「
濱
」
「
桑
」
等
の
文
字
が
附
加
さ
れ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
修
正
論
議
の
参
加
者
、
あ
る
い
は
修
正
案
提
出
者
の
氏
名
の
頭
字
で

は
な
い
か
と
思
わ
μ
る
。
「
青
」
は
青
木
信
寅
（
穰
判
官
事
）
、
「
濱
」
は
濱
肝
篤
藏
（
判
事
試
補
）
、
「
西
」
は
西
田
秋
作
（
捕
亡
司
判
司
事
）
、
「
桑
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
桑
原
衛
士
之
助
（
槽
判
事
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
刑
法
官
設
置
後
の
五
月
か
ら
翌
二
年
二
月
ま
で
の
間
に
登
用
さ
れ
た
人
女
で
あ
る
。
こ
れ

は
改
正
論
議
が
刑
法
官
時
代
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
元
年
十
一
月
十
三
日
の
太
政
官
達
で
あ
る
。
太
政

官
は
こ
の
達
で
各
府
藩
縣
に
封
し
「
新
律
御
治
定
迄
別
紙
四
刑
各
三
等
ヲ
以
テ
假
二
輕
重
ヲ
配
當
シ
當
節
左
ノ
通
塵
置
イ
タ
シ
候
事
」
と
指
令
し
、

死
、
流
、
徒
“
答
の
四
刑
名
を
定
め
、
死
刑
は
臭
首
・
刎
首
・
絞
首
、
流
刑
は
七
年
・
五
年
・
三
年
、
徒
刑
は
二
年
・
一
年
牟
・
】
年
、
答
刑
は

百
・
五
十
・
二
十
の
各
三
等
に
麗
分
し
、
官
人
諸
藩
士
等
の
刑
は
刎
首
・
自
垂
・
流
・
禁
鋼
已
下
の
專
と
定
め
、
火
附
・
彊
盗
人
を
殺
す
も
の
は

臭
首
に
、
強
盗
・
百
爾
以
上
の
窃
盗
・
強
姦
は
刎
首
に
、
窃
盗
は
そ
の
被
害
五
十
爾
以
上
は
徒
罪
、
二
十
爾
以
上
は
答
百
、
一
爾
以
上
は
答
五
十
、

一
爾
以
下
及
盗
を
欲
し
て
未
だ
盗
み
得
ざ
る
者
は
筈
二
十
に
虎
し
、
其
他
の
犯
罪
の
塵
分
も
右
に
準
知
す
べ
き
事
、
死
罪
は
奏
裁
を
経
紀
る
後
刑
，

す
べ
き
事
、
但
臭
刑
の
内
姑
も
閣
き
難
き
事
惰
あ
る
者
は
其
府
に
即
決
し
邉
て
奏
聞
之
事
、
盗
罪
に
は
流
罪
を
除
き
、
火
刑
は
永
く
之
を
慶
止
し
、

君
父
を
獄
す
る
の
大
逆
罪
は
臨
期
勅
裁
の
上
礫
刑
に
庭
す
べ
き
事
、
其
他
の
礫
罪
は
之
を
慶
し
、
絞
首
は
秋
季
に
至
り
一
時
に
之
を
刑
し
自
然
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
婿
）

大
禮
等
に
て
赦
令
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
冤
さ
る
べ
き
事
等
を
命
じ
た
。
こ
れ
は
新
政
府
が
は
じ
め
て
具
髄
的
な
犯
罪
庭
刑
方
針
を
全
國
に
指
示
し

た
注
目
す
べ
き
達
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
盤
に
お
い
て
假
刑
律
殊
に
そ
の
修
正
後
の
量
刑
に
準
族
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
假
刑
律
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
大
部
分
は
、
こ
の
頃
に
至
つ
て
一
鷹
完
了
し
た
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。
前
掲
村
田
談
話
が
假
刑
律
の
成
立
時
期
を
元
年
十
一
月
と
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

こ
の
こ
と
を
誤
り
傳
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
假
刑
律
は
最
初
の
原
案
に
、
逐
衣
修
正
を
施
し
て
い
つ
た
い
わ
ば
流
動
的
な
法
典
で
あ
り
、
そ
の
修
正
は
刑
法
官
時
代
に
も
盛
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
う
飴
地
が
な
い
。
私
が
刑
法
事
務
科
、
刑
法
事
務
局
の
時
代
に
編
纂
せ
ら
れ
た
と
推
定
す
る
の
は
、
そ
の
改
正
以
前
の
原
案

を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
刑
法
事
務
科
の
時
代
は
わ
す
か
こ
＋
臼
間
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
原
案
完
成
の
時
期
は
そ
れ
か
ら
約
三
ヵ
月
つ
づ
い
た

刑
法
事
務
局
の
時
代
と
考
え
る
の
が
安
當
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
改
訂
肥
後
藩
國
事
資
料
巻
七
、
八
七
八
頁
、
八
七
九
頁
。

（
2
）
　
前
揚
書
、
八
七
九
頁
。

（
3
）
　
前
掲
書
、
巻
八
、
　
一
九
頁
Q

（
4
）
　
前
揚
書
、
コ
○
頁
。
溝
田
信
弘
は
丈
政
七
年
生
、
陸
海
軍
々
務
輯
、
軍
防
事
務
局
判
事
、
北
陸
道
征
討
参
謀
、
熊
本
藩
橿
大
参
事
を
輕
て
、
後
ち
に
左
院

　
五
等
議
官
、
宮
内
少
丞
を
歴
任
、
明
治
＋
年
野
に
下
つ
て
か
ら
は
百
五
十
一
銀
行
頭
取
と
な
つ
た
人
で
あ
る
o

（
5
）
　
前
掲
書
、
二
八
頁
。

（
6
）
　
前
掲
書
、
五
五
頁
、
五
六
頁
Q

（
7
）
　
廣
田
は
刑
法
官
開
設
後
、
刑
法
官
判
事
試
補
（
五
月
五
日
ー
五
月
二
＋
二
日
）
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
（
前
掲
國
事
賓
料
巷
八
、
六
一
八
頁
、
六
八
九
頁
）
Q

　
そ
の
地
位
か
ら
み
て
若
年
の
下
級
藩
士
で
あ
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
司
法
省
開
設
後
、
司
法
権
大
録
、
司
法
穰
少
判
事
等
に
歴
任
し
た
熊
本
縣
人
廣
田
勝
規
と

　
同
一
人
物
な
り
や
否
や
Q
識
者
の
御
教
示
を
乞
い
た
い
Q

（
8
）
　
岡
松
辰
、
字
は
膚
盈
、
別
字
を
甕
谷
、
通
稽
は
辰
吾
、
豊
後
高
田
の
人
。
熊
本
藩
主
細
川
詔
邦
に
漢
學
を
侍
讃
す
。
明
治
維
新
後
、
大
學
小
博
士
に
任
ぜ
ら

　
れ
た
が
一
年
に
し
て
去
る
。
明
治
九
年
二
月
再
度
上
京
、
紹
成
書
院
を
開
い
て
漢
學
を
教
授
す
。
後
ち
丈
部
省
御
用
掛
を
勤
務
し
た
が
、
明
治
二
＋
八
年
二
月

　
七
＋
六
歳
で
残
す
Q
英
蘭
二
語
に
も
麺
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
Q
　
「
甕
谷
潰
稿
」
八
巻
・
　
「
荘
子
考
」
三
巻
等
の
著
が
あ
る
。
（
竹
林
貰
一
編
「
漢
學
者
傳
記

　
集
成
」
二
輔
四
八
頁
以
下
）
。
彼
は
準
川
清
古
と
相
並
ん
で
「
肥
後
法
學
者
の
先
躍
」
で
あ
つ
た
（
武
藤
智
雄
「
明
治
初
年
の
法
學
塾
、
」
法
律
春
秋
第
三
巻
第

　
二
號
、
二
一
頁
）
。
法
學
博
士
岡
松
参
太
郎
氏
は
そ
の
嗣
子
で
あ
る
o

（
9
）
　
岡
松
に
は
、
自
傳
と
し
て
「
自
壽
序
」
（
日
本
大
家
論
集
第
三
巻
第
四
號
、
コ
ま
ハ
頁
以
下
）
が
あ
る
が
、
こ
の
調
査
事
業
に
っ
い
て
は
蓮
べ
る
と
こ
ろ
が

　
な
い
o

（
1
0
）
　
前
掲
國
事
費
料
巻
八
、
五
六
頁
Q

（
11
）
　
例
え
ば
徒
流
人
又
犯
の
條
（
前
揚
司
法
賓
料
、
二
四
五
頁
）
、
主
人
を
殿
の
條
（
同
前
、
二
七
一
頁
）
、
祀
父
母
父
母
を
殴
の
條
（
同
前
、
二
七
三
頁
）
等
。

（
1
2
）
　
例
え
ば
窃
盗
の
俊
（
同
前
、
二
五
九
頁
）
。

　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
六
四
一
）



　
　
假
刑
葎
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
六
四
二
）

（
1
3
）
　
強
盗
の
條
の
符
笥
に
コ
覆
」
「
桑
」
と
あ
η
（
同
前
、
二
五
六
頁
）
、
倉
庫
を
破
る
の
條
の
符
箋
に
「
青
」
「
西
」
と
あ
り
、
牛
馬
を
盗
む
の
條
の
訂
正
個
断

　
に
「
青
」
と
あ
る
（
同
前
、
二
六
〇
頁
、
二
六
一
頁
）
Q

（
14
）
　
青
木
信
寅
は
元
年
五
月
二
＋
五
日
刑
法
官
判
事
試
補
に
任
ぜ
ら
れ
、
＋
二
月
朔
日
穫
判
事
に
進
ん
だ
（
青
木
信
寅
官
歴
書
に
擦
る
）
o
私
は
濱
田
篤
藏
、
酉

　
旧
秋
作
、
桑
原
衛
士
之
助
の
官
歴
書
を
見
る
機
會
を
持
た
な
い
が
、
彼
等
は
「
明
治
元
年
官
員
録
」
（
維
新
日
誌
第
二
期
第
六
巻
一
五
一
頁
）
に
は
記
載
が
な

　
く
、
明
治
二
年
二
月
の
「
官
員
録
」
（
三
一
頁
、
三
二
頁
）
に
そ
の
氏
名
を
は
じ
め
て
見
出
し
得
る
か
ら
明
治
改
元
の
九
月
八
日
以
降
翌
二
年
二
月
ま
で
の
間
に

　
刑
法
官
に
就
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
5
）
　
前
掲
法
規
分
類
大
全
、
一
一
五
頁
。

（
1
6
）
小
早
川
氏
は
「
『
假
律
』
が
…
…
種
々
の
改
正
を
見
た
の
は
元
年
＋
月
二
十
九
且
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
」
（
前
掲
法
制
史
論
九
八
一

　
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
根
擦
は
明
示
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
＋
月
晦
日
の
行
政
官
達
に
、
修
正
後
の
假
刑
律
の
一
部
が
取
入
れ
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
辻
敬
助
氏
が
「
明
治
監
獄
年
譜
」
元
年
＋
月
の
條
（
刑
政
第
五
巻
第
四
號
一
コ
頁
）
に
、
こ
の
行
政
官
達
の
内
容
を
「
假
律
」
「
假
刑
律
」
と
呼
ん
で
記
載
さ
れ

　
て
い
る
の
は
不
正
確
で
あ
る
o
若
↓
、
そ
れ
が
，
「
假
」
の
「
刑
律
」
の
意
味
な
ら
ば
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
用
語
例
で
あ
る
o

（
1
7
）
　
岡
琢
郎
氏
も
「
假
刑
律
の
制
定
の
日
が
明
治
元
年
＋
一
月
＋
三
日
で
あ
る
と
す
る
説
の
根
擦
は
鼓
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
前
掲
司
法
賛
料
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち

　
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
説
の
主
張
者
は
蓮
べ
て
お
ら
れ
な
い
Q
「
＋
一
月
＋
三
日
」
（
傍
鮎
手
塚
）
と
日
附
ま
で
明
示
し
た
主
張
を
私
は
未
だ
見
な
い
o

（
1
8
）
　
明
治
二
年
一
月
・
刑
法
官
定
を
以
て
元
年
＋
一
月
＋
三
日
の
前
掲
蓮
の
日
部
を
改
正
し
た
（
前
掲
法
規
分
類
大
全
一
一
六
頁
）
Q
こ
の
改
正
で
は
窃
盗
の
刑

　
が
重
く
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
改
正
は
大
杢
本
、
贅
料
本
は
い
ず
れ
の
假
刑
律
の
正
條
に
も
訂
正
丈
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
鮎
か
ら
み
る
と
、

　
大
奄
本
、
賛
料
本
に
傳
え
ら
れ
る
假
刑
律
は
、
二
年
一
月
以
降
の
改
正
を
記
入
し
な
い
爲
本
と
も
一
感
考
え
ら
れ
る
Q
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
年
九
月

　
＋
九
日
、
太
政
官
指
令
で
腹
止
さ
れ
た
八
虐
六
議
の
條
に
省
略
の
附
箋
が
存
す
る
事
實
を
（
大
全
本
資
料
本
共
に
同
じ
）
如
何
に
解
す
べ
き
か
、
こ
の
指
令
に

　
先
立
ち
刑
法
官
部
内
で
は
す
で
に
腹
止
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
を
待
ち
た
い
Q

四

　
假
刑
律
は
十
二
編
百
二
十
四
條
目
か
ら
成
つ
て
い
る
。
も
し
答
、
徒
。
流
、
死
の
四
刑
を
合
せ
て
一
條
目
と
み
れ
ぱ
百
二
十
一
條
目
で
あ
る
。

そ
の
内
容
が
「
概
ね
大
寳
律
並
に
明
清
律
に
異
な
る
な
く
、
間
女
公
事
方
御
定
書
の
規
定
す
る
所
を
加
味
」
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

小
早
川
教
授
の
詳
し
い
論
考
が
存
す
る
こ
と
と
て
、
こ
玉
で
は
改
め
て
論
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
。
た
壁
私
が
次
に
考
察
し
た
い
の
は
、
前
節
で



蓮
べ
た
ご
と
く
そ
の
編
纂
に
利
用
、
参
照
さ
れ
た
肥
後
藩
刑
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
を
假
刑
律
の
内
容
に
投
げ

か
け
て
い
る
か
の
攣
あ
る
。
奪
假
刑
律
の
響
憲
律
、
明
律
、
肥
後
藩
刑
法
蕃
（
割
輔
難
）
、
葎
禦
套
比
し
て
掲
げ
て
食
う
．

　
領

　
鯛

　
新

i
上
下
　
　
　
　
上
下

例
制
婚
盗
命
殴
言
訟
賊
儒
姦
犯
亡
獄

名
職
戸
賊
人
闘
罵
訴
受
詐
犯
雑
捕
断

律刑假

例
盗
殴
命
訟
亡
姦
賊
欝
獄
姻
犯

名
賊
闘
人
訴
捕
犯
受
詐
断
婚
雑

（
亙
）

蜷

例
賊
薦
亡
姦
殴
命
犯

名
盗
詐
奔
犯
岡
入
雑

（
■
）

律明

制
式

職
公

役
宅
姻
庫
程
借
塵

戸
田
婚
倉
課
銭
市

祀
制

祭
儀

衛
政
津
牧
騨

官
軍
關
厩
郵

盗
命
殴
言
訟
戯
偏
姦
犯
亡
獄

賊
人
闘
罵
訴
受
詐
犯
雑
捕
断

造
防

螢
河

律例名

律吏

律戸

律禮

律兵

律刑

律工

（
1
）

律唐

例
禁
制
婚
庫
興
盗
訟
儂
　
　
亡
獄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑

名
徳
職
戸
厩
檀
賊
闘
詐
　
　
捕
臨

後
猛

　
（
1
）
　
唐
律
に
は
高
魍
武
徳
年
間
に
は
じ
め
て
割
定
さ
れ
た
武
徳
律
を
は
じ
め
貞
槻
律
、
開
元
律
、
永
徽
等
が
あ
る
が
（
東
川
徳
治
「
支
那
法
制
史
論
」
二
八

　
九
頁
）
、
わ
が
大
賓
、
養
老
の
律
が
彫
法
と
し
た
唐
律
は
「
唐
律
疏
議
」
に
傳
え
ら
れ
る
永
徽
律
で
あ
η
、
そ
れ
は
＋
二
編
三
＋
巻
か
ら
成
る
。
圏
表
は
そ
の

　
編
名
を
示
す
。
大
寳
律
は
唐
律
の
二
編
宛
を
一
巻
と
し
て
六
巷
＋
二
編
、
養
老
律
は
名
例
を
二
巻
に
分
け
、
厩
庫
と
檀
興
、
詐
儒
と
雑
、
捕
亡
と
噺
獄
を
そ

　
れ
ぞ
れ
併
せ
て
一
巻
宛
と
し
、
他
は
一
編
一
巻
に
薮
え
、
計
全
十
巻
十
二
編
よ
η
成
つ
て
い
た
（
瀧
川
政
次
郎
「
律
令
の
研
究
」
三
六
〇
頁
、
三
六
一
頁
）
。

　
從
つ
て
編
名
は
唐
律
、
大
賓
律
、
養
老
律
共
に
同
じ
で
あ
る
。

　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
六
四
三
）



　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
六
四
四
）

　
　
（
1
）
　
明
律
に
は
呉
元
年
の
律
、
洪
武
七
年
の
律
、
洪
武
コ
＋
二
年
の
律
、
洪
武
三
＋
年
の
律
等
が
あ
る
が
（
薔
朝
鮮
総
督
府
編
「
校
訂
大
明
律
直
解
」
附
録
、
、

　
　
　
解
読
六
頁
以
下
）
、
わ
が
國
に
早
く
か
ら
傳
え
ら
れ
た
の
は
洪
武
三
＋
年
律
で
あ
り
、
有
名
な
荻
生
祖
來
の
「
明
律
國
字
解
」
に
用
い
ら
れ
た
め
も
こ
の
律
で

　
　
　
あ
る
。
圖
表
も
そ
の
編
名
に
擦
る
。

　
　
（
ー
）
　
肥
後
藩
刑
法
草
書
は
八
編
九
＋
四
目
か
ら
成
る
。
そ
の
全
丈
は
京
大
法
學
部
編
「
近
世
藩
法
資
料
集
成
」
第
二
巻
（
昭
和
＋
八
年
刊
）
に
覆
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
刑
法
草
書
が
明
律
に
準
擦
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
編
名
が
示
す
よ
う
に
明
律
全
般
を
受
容
し
た
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
ソ

く
、
と
く
に
そ
の
刑
律
に
範
を
採
つ
た
こ
と
は
疑
う
飴
地
が
な
い
。
そ
の
理
由
を
牧
健
二
博
士
は
次
の
よ
う
に
読
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
明
律
は
郡
縣
の
大
帝
國
の
公
法
で
あ
り
、
刑
法
草
書
は
封
建
治
下
の
一
藩
主
の
秘
法
で
あ
つ
た
か
ら
、
明
律
を
参
酌
し
て
も
抄
出
受
容
の
程
度
で
あ
つ
た
。
…

　
…
明
律
の
重
親
し
た
官
吏
と
軍
人
の
刑
法
及
び
國
家
的
公
事
に
關
す
る
刑
法
は
草
書
に
は
原
則
と
し
て
之
を
牧
め
ず
、
常
人
の
普
通
犯
罪
を
律
す
る
こ
と
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
本
位
と
し
た
。

　
元
來
、
東
洋
法
系
の
律
は
教
令
法
で
あ
る
令
に
封
立
し
、
國
家
秩
序
違
反
の
全
般
に
亙
つ
て
、
制
裁
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
つ
て
廣
い
意
味
か

ら
い
え
ば
刑
法
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
教
化
懲
粛
の
方
便
た
る
に
在
う
と
せ
ら
れ
た
。
從
つ
て
そ
の
内
容
の
か
な
り
の
部
分
は
國
家
統
治
の
任

に
當
る
官
吏
の
不
正
違
法
行
爲
の
取
締
法
に
當
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
封
建
時
代
の
武
家
法
に
お
い
て
は
、
刑
法
の
第
一
目
標
は
領
民

の
犯
罪
を
抑
墜
し
領
内
治
安
を
確
保
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
役
人
を
取
締
る
場
合
に
は
、
彼
等
の
椹
威
を
失
墜
せ
し
め
ざ
る
よ
う
お
の
す

か
ら
憂
の
限
界
が
あ
建
。
牧
博
士
が
コ
言
に
し
て
言
へ
ば
刑
肇
童
置
裂
轟
蝶
魏
調
）
の
刑
馨
ゑ
て
、
律
で
無
か
つ
券

　
　
（
3
）

で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
刑
法
草
書
が
そ
の
典
擦
の
主
た
る
封
象
を
、
一
般
國
民
の
違
法
行
爲
を
罰
す
る
部
分
の
多
い
刑

律
に
求
め
た
の
は
そ
れ
が
た
め
で
あ
つ
た
。
そ
の
場
合
に
も
、
官
吏
の
行
爲
に
關
す
る
罰
則
の
多
い
断
獄
、
受
触
の
編
を
は
じ
め
訴
訟
、
捕
亡
編

は
、
編
名
と
し
て
採
ら
す
、
そ
の
一
部
を
創
小
し
て
名
例
、
雑
犯
に
入
れ
た
。
刑
律
以
外
か
ら
は
兵
律
の
關
津
編
を
奔
亡
に
改
作
し
、
戸
律
中
か

ら
若
干
の
も
の
を
雑
犯
そ
の
他
に
組
み
入
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
罵
言
編
を
全
然
探
ら
な
い
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
が
闘
殿
と
結
ぴ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

場
合
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
要
す
る
に
刑
法
草
書
は
明
律
か
ら
主
と
し
て
純
粋
な
刑
法
的
部
分
を
採
り
入
れ
、
そ
れ
に



藩
狗
自
の
立
場
か
ら
若
干
の
新
規
定
を
織
り
込
ん
だ
封
建
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
約
な
武
家
の
刑
法
典
で
あ
っ
喪
の
で
あ
る
。

　
い
ま
、
假
刑
律
の
編
名
を
み
る
に
、
名
例
編
は
別
と
し
て
他
は
ほ
と
ん
ど
明
律
の
刑
律
の
そ
れ
に
該
當
し
て
い
る
。
わ
す
か
に
異
な
る
鮎
は
刑

法
草
書
と
同
じ
く
刑
律
中
の
罵
言
編
が
な
く
、
そ
の
代
り
に
戸
律
中
か
ら
婚
姻
編
を
探
り
、
且
つ
編
の
配
列
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
編
名
の
み
か
ら
い
え
ば
、
刑
法
草
書
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
刑
律
に
近
い
。
刑
法
草
書
と
假
刑
律
を
比
較
す
る
と
、
い
す
れ
も
明
律
の
刑

律
を
主
た
る
典
擦
の
封
象
と
し
、
唐
、
明
律
、
わ
が
大
寳
、
養
老
律
及
び
新
律
綱
領
に
お
い
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
職
制
編
を
飲
く
黙
に
、

著
し
い
類
似
が
み
ら
れ
る
。
職
制
編
は
官
吏
の
職
務
上
の
犯
罪
を
主
と
し
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
爾
者
が
共
に
罵
言
編
を
嵌
く
こ
と
も
決

し
て
偶
然
の
一
致
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
此
、
各
編
の
條
目
の
名
稽
は
、
新
律
綱
領
の
純
然
た
る
漢
文
艦
に
較
べ
て
、
刑
法
草
書
、
假
刑

律
は
各
所
に
假
名
交
り
の
文
言
養
用
し
て
碧
。
例
え
ば
響
の
「
夜
無
巌
入
・
人
塗
（
讐
は
「
奮
無
故
し
て
人
家
天
ル
」
（
翻
講

噸
麟
律
と
威
嚢
死
」
（
餐
準
人
壷
逼
し
て
死
箋
す
」
（
羅
鷲
鐘
、
「
蒙
一
焚
巽
」
（
讐
智
人
姦
へ
警
法

を
犯
し
む
」
（
舗
雛
）
、
「
人
姦
て
楚
髭
し
女
灘
讐
と
あ
る
の
類
露
る
。
こ
れ
も
類
鰭
の
5
籔
え
ら
鷲
霧
を
．

　
こ
の
よ
う
に
刑
法
草
書
と
假
刑
律
の
間
に
は
、
そ
の
基
本
的
構
造
と
様
式
に
お
い
て
、
か
な
り
の
共
通
鮎
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
假
刑
律
の
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

者
が
明
律
受
容
の
態
度
を
刑
法
草
書
に
學
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
各
條
目
の
具
髄
的
内
容
に
お
け
る
爾
者
の
關
係
を
考
究
し
て
み
よ
う
。
律
系
統
の
刑
法
は
、
唐
律
を
は
じ
め
新
律
綱
領
に
至
る
ま
で
答
、

杖
、
流
、
徒
、
死
の
五
刑
制
度
で
あ
る
。
こ
の
中
で
答
、
杖
は
身
髄
刑
で
あ
る
が
、
そ
の
差
異
は
答
は
十
か
ら
五
＋
ま
で
杖
は
六
十
か
ら
百
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
そ
れ
ぐ
五
段
階
宛
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
器
具
の
大
小
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
刑
法
草
書
は
杖
刑
を
規
定
せ
す
、
答
刑
を
十
か
ら
百
ま
で
の
十
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

に
合
け
て
い
る
。
爾
者
に
は
本
質
的
な
相
違
が
な
い
か
ら
煩
を
進
け
て
答
刑
の
み
に
統
一
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
假
刑
律
に
お
い
て
も
ま
た
杖
刑
は

な
く
、
十
種
の
答
刑
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
刑
法
草
書
に
準
擦
レ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
死
刑
の
種
類
に
つ
い
て
律
の
刑
法
の
原
則
は
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

律
以
來
、
絞
、
斬
二
種
で
あ
ρ
た
。
し
か
し
、
刑
法
草
書
は
刎
首
、
斬
罪
、
斬
臭
、
礫
、
焚
の
五
種
を
規
定
し
て
い
る
。
假
刑
律
も
刎
、
斬
、
礫
、

　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
六
四
五
）



　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
六
四
六
）

焚
・
暑
の
五
種
窺
覧
・
刎
葎
身
最
を
獲
塁
羨
註
）
す
」
・
斬
薔
褻
裟
斬
」
と
藍
し
て
い
る
。
律
の
斬
は
「
身
首
異
塵

す
る
方
法
で
あ
つ
た
か
ら
・
そ
れ
が
刎
首
に
該
當
す
る
・
こ
の
死
刑
の
種
類
も
假
刑
律
が
刑
法
草
書
に
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
律
の
刑
法

で
は
・
累
犯
加
重
の
原
則
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
律
の
思
想
的
背
景
を
な
す
儒
教
が
人
の
性
は
善
な
り
と
す
る
人
生
観
を
基
礎
に
し
て

詮
蕎
と
お
れ
て
窺
よ
墾
轟
會
防
衛
の
見
架
段
庭
會
的
危
膣
の
重
藁
犯
者
鑑
重
し
て
罰
す
髪
姦
必
勢
要
講

で
あ
り
・
慮
報
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
累
犯
者
に
重
い
道
義
責
任
を
負
わ
し
む
る
こ
と
も
當
然
で
あ
る
。
刑
法
草
書
が
律
の
傳
統
に
反
し
て
、
名
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

編
に
累
犯
加
重
の
｝
般
的
原
則
を
揚
げ
た
の
は
・
そ
の
よ
う
な
見
解
に
從
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
原
則
規
定
は
假
刑
律
に
傳
え
ら
れ
弛
。
爾
者

の
規
定
を
封
照
す
れ
ば
判
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
前
睡
　
以
下
に
引
用
す
る
假
刑
律
の
條
丈
は
、
全
て
修
正
前
の
丈
言
を
示
す
。

　
　
　
　
刑
法
草
書

　
　
名
例
・
再
犯

一
　
御
物
並
年
貢
之
品
を
再
盗
取
候
ハ
、
再
犯
之
條
二
不
拘
都
而
死
刑

一
　
再
犯
再
々
犯
共
二
罪
験
同
し
き
ハ
、
再
犯
之
例
に
依
て
論
定
痢
槻
期
魂
翻

磁
旋
貌
し
若
毎
犯
罪
歌
憂
り
候
と
も
、
情
に
お
い
て
比
類
す
る
茂
同
前
搬
鵬

賄
細
脚
膿
醒
磯
い
鞭
．
毎
犯
罪
状
共
に
各
別
な
る
は
再
犯
之
例
二
不
拘
、
各

本
罪
に
就
て
論
決
融
蹴
眠
翰
欄
齪
魏
鰍
ガ
獅
犯

一
　
瞥
七
十
以
上
之
再
犯
ハ
初
犯
之
刑
に
四
等
を
加
て
刺
墨
二
至
る
、
若
再

犯
之
罪
初
犯
之
罪
よ
り
重
ハ
、
再
犯
之
常
罪
に
四
等
を
加
ふ
勘
設
私
加
栩
齪

犯
事
な
る
は
、
初
犯
之
三
十
に
再
犯
之
罪
四
等
お
一
加
へ
七
十
な
る
へ
き
に
，
再
犯
初
犯
よ
り
重

ぐ
、
苔
五
十
之
刑
を
騨
侯
ハ
・
五
確
之
の
富
罪
に
、
尚
ヌ
再
犯
の
之
罪
四
等
を
加
へ
笛
九
十
、
或

騨
棚
槻
焔
甑
尉
詫
哺
齪
鷺
融
糾
舷
獅
跡
輪
肱
畑
構
翻
焔
畑
斯
銘
報
絶
難
嚴
卿

一
　
箸
六
十
以
下
之
再
犯
者
刺
墨
に
至
ら
す
・
再
々
犯
者
六
等
を
加
へ
刺
墨

　
に
至
る
、
再
犯
之
罪
徒
K
入
る
庵
の
ハ
刺
墨
を
加
ふ
、
再
三
犯
ハ
死
刑
に

　
　
　
　
假
　
　
刑
　
　
律

　
　
名
例
・
再
犯
同
罪

凡
、
再
ひ
同
罪
を
犯
す
も
の
は
初
犯
之
罪
に
三
等
を
加
ふ
、
若
再
犯
之
罪
初

犯
よ
η
重
き
も
の
は
、
再
犯
當
罪
に
加
へ
、
三
犯
以
上
は
五
等
を
加
ふ
、
若

毎
犯
罪
訣
異
る
と
も
情
緒
比
類
す
る
も
亦
同
し
諾
聰
細
耀
細
欄
糀
翻
賊
因
て
死

垂
窒
轟
鋸
雛
糀
難
を
筆
撃
、
葎
犯
罪
馨
響
註

各
本
罪
を
以
論
決
す
、
加
等
之
限
に
あ
ら
す
、



一
入
獄
葉
す
し
て
、
初
犯
製
之
毒
犯
ハ
左
腕
褻
　
一

　
も
ち
ろ
ん
爾
者
に
は
多
く
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
刑
法
草
書
に
て
は
再
三
犯
は
加
重
の
結
果
、
原
則
と
し
て
全
て
斬
に
な
る
が
、
假
刑

律
で
は
加
重
し
て
死
刑
に
該
當
す
る
と
き
は
一
等
を
減
じ
て
遠
流
に
な
る
こ
と
及
び
加
重
の
方
法
が
刑
法
草
書
よ
り
も
假
刑
律
が
寛
大
で
あ
る
黙

等
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
犯
罪
と
揺
麓
類
」
す
る
犯
罪
の
累
墾
袈
し
て
罰
す
ゑ
と
（
騨
簸
矯
鋸
撫
）
、
或
は
條
文
そ
の
も
の
の

文
言
を
み
れ
ば
、
假
刑
律
が
刑
法
草
書
に
準
擦
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
刑
法
草
書
の
闘
殿
編
に
は
「
扶
持
人
を
殴
」
の
規
定
が
あ
る
。
明
律
に
は
こ
れ
に
そ
の
ま
～
該
當
す
る
規
定
は
な
い
。
封
建
制
度
に
お
い
て

は
、
領
主
は
主
君
で
あ
り
、
そ
の
家
來
す
な
わ
ち
役
人
は
主
君
の
扶
持
で
生
活
す
る
扶
持
人
で
あ
つ
た
。
百
姓
町
人
の
ご
と
き
當
時
の
政
治
的
被

支
配
者
の
身
分
に
あ
る
者
が
、
廣
い
意
味
の
政
治
的
支
配
者
た
る
武
士
す
な
わ
ち
扶
持
人
の
身
膣
を
侵
害
す
る
行
爲
は
、
そ
の
政
治
的
秩
序
の
破

壊
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
規
定
の
置
か
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
主
を
殺
す
」
「
奉
公
人
主
を
殊
並
主
奉
公
人
を
殺
」
の
條
も
、
明
律

（
徽
命
）
の
「
謀
致
制
使
及
本
簑
宣
」
及
び
「
蘇
殺
・
墾
婁
母
・
」
中
の
奴
墾
雇
工
人
に
關
す
る
犯
罪
の
婆
参
書
は
し
砦
あ
ろ

う
が
、
封
建
制
度
下
に
お
け
る
政
治
的
秩
序
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
別
の
形
に
改
作
さ
れ
た
も
の
と
み
て
い
～
。
こ
れ
ら
刑
法
草
書
の
規
定
は
假

刑
律
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
刑
　
法
茸
書

　
　
扶
持
人
を
殴
（
闘
）

】
　
卑
賎
之
者
足
輕
段
之
扶
持
人
を
殴
候
者
管
六
＋
徒
一
年
、
因
て
残
疾
不

具
之
盤
二
成
候
ハ
・
刎
首

　
役
人
段
之
者
を
殴
候
ハ
・
刺
墨
瞥
八
＋
徒
二
年
、
獅
禮
段
之
者
を
殴
候

者
刺
墨
箸
百
徒
三
年
、
士
席
之
人
を
殴
候
者
刎
首
印
決

　
　
假
刑
律
の
一
考
察

　
　
　
　
假
　
　
刑
　
　
律

　
　
帯
刀
人
を
殴
（
騙
）

凡
、
卑
賎
之
者
、
箒
刀
人
を
殴
つ
は
答
六
＋
徒
一
年
、
若
、
殴
て
残
疾
以
上

二
至
及
ひ
、
帯
刀
士
分
以
上
之
人
を
殴
も
の
は
刎
首
、
死
に
至
る
は
斬
、
若

無
官
信
尼
・
浮
浪
人
を
殴
も
の
は
箸
五
＋
、
殴
傷
焔
殖
＋
重
き
も
の
は
劇
殴

條
に
一
等
を
加
ふ
、
若
、
帯
刀
人
、
卓
賎
之
者
よ
り
不
法
之
振
舞
に
逢
、
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
六
四
七
）



　
　
假
刑
律
の
一
考
察

　
　
附

　
別
當
村
庄
屋
を
其
掛
り
之
者
殴
候
ハ
・
、
足
輕
段
之
扶
持
人
を
殴
候
に

准
す

“
　
有
官
之
僧
侶
杜
人
由
緒
有
之
浪
人
且
陪
臣
中
小
姓
以
上
を
殴
候
は
、
前

條
之
見
合
を
以
論
定

一
　
無
官
之
僧
侶
肚
人
た
η
共
佛
事
紳
事
昌
關
リ
候
者
、
或
ハ
陪
臣
歩
若
窯

浪
士
之
類
を
殴
候
は
筈
五
＋

　
但
刀
を
帯
す
へ
き
場
所
に
刀
を
不
帯
、
僧
侶
ハ
袈
裟
衣
を
不
着
類
ハ
卒

人
を
以
論
、
且
陪
臣
足
輕
ハ
帯
刀
た
η
共
無
苗
に
准
す

　
　
主
を
殺
す
（
鋤
）

一
麦
殺
ん
と
巧
ミ
巧
之
饒
に
行
ひ
候
ぐ
首
樂
薪
離
嬰
殺

　
候
ハ
礫
即
決
、
妻
子
者
難
戸
二
附
す

　
　
奉
公
人
主
を
殺
並
主
奉
公
人
を
殺
（
鉱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
若
巧
之
筋
行
ひ
既
こ
傷
候
共
未
死
ハ
刺
墨
倶
即
決
、
未
傷
ハ
刺
墨
答
百
徒

三
年

　
ハ
箸
七
＋
、
既
二
傷
候
な
闘
殿
條
に
依
て
重
K
就
て
論
定
、
既
二
殺
候

　
ハ
・
刎
首
、
若
罪
有
之
共
殺
間
敷
者
を
故
ら
に
殺
候
者
、
臨
時
判
決

　
手
塚
註
　
傷
害
来
死
が
刺
量
だ
け
で
は
、
来
傷
の
場
合
と
均
衡
が
取
れ
な
い
か
ら
、
字
句
の
脱

　
　
　
　
落
が
あ
る
の
か
。

一
　
農
商
家
之
奉
公
人
巧
候
而
主
を
殺
候
者
斬
棄
首

U
　
町
在
之
者
無
罪
奉
公
人
を
殺
ん
と
巧
ミ
、
巧
之
筋
既
二
行
ひ
候
共
未
傷

て
殺
傷
す
る
も
の
は
無
論
、

　
　
　
　
　
二
〇

鯉
論
決
せ
参
威
力
に
任
せ

蟹
に
殺
傷
す
る
者
は
慮
時

（
六
四
八
）

　
　
　
主
を
殺
並
主
奉
公
人
を
殺
（
鉱
）

凡
、
主
人
を
殺
さ
ん
と
謀
り
、
巧
之
筋
、
既
に
行
ふ
も
の
棚
柳
賄
燦
磁
首
皆
斬

翻
、
質
殺
す
あ
皆
轟

若
、
主
人
謀
て
家
來
を
殺
す
も
の
瞥
八
＋
徒
二
年

農
商
家
之
奉
公
人
、
巧
を
以
、
主
人
を
殺
す
も
の
斬
、
若
傷
け
る
共
乗
死
せ

さ
れ
は
刎
首
灘
、
未
、
傷
け
さ
れ
は
瞥
百
徒
三
年
、
若
奉
公
人
を
殺
さ
ん
と

謀
り
、
巧
之
筋
、
既
に
行
ふ
と
も
、
未
、
傷
け
さ
れ
は
苔
五
＋
、
既
に
傷
る

者
は
闘
殴
條
に
よ
つ
て
、
重
に
就
て
、
論
判
、
既
に
殺
す
者
は
刎
首
、

　
刑
の
量
刑
そ
の
他
の
黙
で
、
種
女
の
相
違
は
あ
る
が
、
傑
と
ん
ど
同
一
文
言
の
規
定
も
随
所
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
假
刑
律
が
そ
の
立
法
趣

旨
及
び
様
式
を
刑
法
草
書
に
學
ん
だ
こ
と
は
疑
う
蝕
地
が
な
か
ろ
う
。
ま
た
刑
法
草
書
の
「
一
　
凡
姦
者
傍
人
是
を
見
分
し
、
自
己
罪
に
伏
候
上
、



初
て
姦
之
罪
名
を
架
」
（
蕪
編
）
は
明
律
に
み
ら
紮
窺
塞
あ
る
が
、
假
刑
律
に
「
凡
、
犯
姦
は
傍
人
是
を
愚
皇
罪
疾
す
髪
待
て

姦
の
罪
名
を
加
ふ
、
唯
姦
を
指
す
も
の
は
無
義
讐
雄
難
遡
鮪
篠
雛
號
肋
鷺
溢
．
」
（
魏
撫
襯
）
と
し
て
壁
ら
鷲
。

　
次
に
假
刑
律
の
規
定
中
、
明
ら
か
に
明
律
に
準
擦
し
た
を
思
わ
れ
る
條
項
に
お
い
て
、
刑
法
草
書
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

み
た
い
。
ま
す
二
三
の
條
項
を
例
示
す
る
が
、
同
じ
く
明
律
に
準
嫁
し
た
新
律
綱
領
の
規
定
を
参
考
と
し
て
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
明
　
　
律

　
夜
無
レ
故
入
一
入
家
入
蘇
）

凡
夜
無
レ
故
入
二
人
家
内
一
者
杖
八
十
。

圭
家
登
時
殺
死
者
勿
レ
論
Q
其
已
就
二
拘

執
一
面
檀
殺
傷
者
減
二
闘
殺
傷
罪
二
等
輔

至
レ
死
者
杖
一
百
徒
三
年
Q

　
　
恐
嚇
取
レ
財
（
輌
）

凡
恐
嚇
坂
二
人
財
物
一
者
。
計
レ
賊
准
二
窃

盗
一
諭
Q
加
二
等
司
免
レ
刺
。
若
期
親
以

下
。
自
相
恐
嚇
者
。
卑
幼
犯
二
尊
長
輔
以
二

凡
人
一
論
。
尊
長
犯
二
卑
幼
輔
亦
依
二
親
閣

相
盗
律
輔
逓
減
科
レ
罪
Q

　
　
假
刑
律
の
一
考
察

　
　
　
新
律
綱
領

夜
中
無
故
し
て
他
人
之
家
に
入
（
鰍
盗
）

凡
夜
故
ナ
ク
シ
テ
。
人
家
二
入
ル
者
ハ
。

筈
三
十
Q
家
主
Q
邸
時
二
殺
死
ス
ル
者

ハ
。
論
ス
ル
コ
ト
勿
レ
Q
其
己
二
拘
執

二
就
ク
ヲ
。
檀
に
殺
傷
ス
ル
者
ハ
。
闘

殺
傷
㌔
二
等
ヲ
減
ス
Q

　
　
恐
嚇
取
レ
財
（
繭
）

凡
恐
嚇
シ
テ
。
人
ノ
財
物
ヲ
取
ル
者
ハ
。

賊
ユ
計
へ
Q
窃
盗
二
準
シ
テ
論
シ
o
一

等
ヲ
加
フ
Q
罪
流
三
等
二
止
ル
。
若
シ

ご
等
親
以
下
Q
自
ラ
恐
嚇
ス
ル
者
Q
卑

幼
。
韓
長
ヲ
犯
ス
ハ
。
凡
人
ヲ
以
テ
論

　
　
刑
法
草
書

夜
中
無
故
し
て
他
人
之
家
に
入
（
儲
）

一
　
夜
中
無
故
し
て
潜
に
他
人
之
家
内

に
入
候
者
瞥
四
＋
、
主
家
即
時
致
打

榔
候
は
無
構
、
因
而
死
に
至
候
ハ
、

瞥
八
十
、
若
既
《
捕
得
旨
趣
相
分
候

後
檀
に
殺
候
者
ハ
各
其
本
條
に
就
て

論
之
獺
粛
鵬
郁
謝
嚴
騨
翻
麟
謀
但
捕
候
者

を
拒
互
に
相
殴
て
死
に
至
候
ハ
、
張

盗
を
殺
に
蒔
す

　
詐
欺
を
以
他
人
之
物
を
販
（
繭
）

一
　
人
を
詐
欺
し
財
物
を
取
・
又
ハ
他

人
之
物
を
我
物
と
云
懸
て
奪
取
、
事

を
構
て
ね
だ
り
懸
て
取
、
或
ハ
巧
な

る
手
段
を
い
た
し
掛
人
を
信
せ
し
め

出
さ
せ
て
取
之
類
、
並
に
戯
を
計
へ

　
　
　
假
刑
律

　
　
夜
中
無
故
し
て
人
家
に
入
る
（
撫
）

凡
、
夜
中
無
故
し
て
、
潜
に
他
人
の
家

に
入
る
も
の
瞥
三
＋
、
主
家
即
時
殴
打

す
る
も
の
は
無
論
、
肉
て
死
に
至
る
も

の
は
瞥
八
＋
、
鏡
離
蕨
潔
駝
獣

綱
硯
柑
為
隔
い
撒
ト
獺
弗
若
、
既
に
捕
に

就
・
旨
趣
相
分
之
後
・
檀
に
殺
死
す

る
も
の
は
、
各
本
條
に
就
て
論
す
儲
砂

杁
働
偉
陥
踊
謝
魏
鱗
峨
凝
鍛
若
、
捕
を
拒
互

に
相
殴
て
死
に
至
る
は
、
彊
盗
を
殺
す

に
准
す
、
謙

　
　
人
を
詐
欺
し
て
財
を
取
（
繭
）

凡
・
人
を
詐
欺
し
て
財
を
取
、
又
は
人

之
物
を
我
と
云
懸
て
奪
取
、
或
は
事
を

構
へ
、
ね
だ
η
掛
て
取
、
若
は
巧
な
る

手
段
を
仕
掛
け
・
人
を
信
せ
し
め
・
財

を
出
さ
せ
坂
之
類
、
並
に
駐
を
計
へ
、

　
　
一
コ
　
　
　
（
六
四
九
）



假
刑
律
の
一
考
察

　
　
詐
二
欺
官
私
『
取
財
（
輌
）

凡
用
レ
計
詐
二
欺
官
私
叩
以
取
二
財
物
一
者
。

丼
計
レ
臓
准
二
窃
盗
【
論
。
免
レ
刺
。
砦
期

親
以
下
自
相
詐
欺
者
。
亦
依
二
親
厨
相
盗

律
噌
遍
減
科
レ
罪
。
若
監
臨
主
守
。
詐
下

取
所
昌
監
守
』
之
物
上
者
。
以
二
撤
守
自
洛
一

論
。
未
レ
得
者
減
ニ
ニ
等
輔
著
胃
二
認
及
一
一

誼
四
嫌
局
五
騙
拐
六
帯
人
財
物
一
者
Q
亦

計
レ
賊
准
こ
窃
盗
｝
論
Q
免
レ
刺
Q

　
　
詐
教
二
誘
人
一
犯
レ
法
（
儲
）

凡
諸
人
設
レ
計
用
レ
言
Q
教
二
誘
人
一
犯
レ

法
O
及
和
同
令
ラ
人
犯
じ
法
O
却
行
二
捕

告
輔
或
令
ラ
人
捕
告
輔
欲
二
求
給
賞
『
或

欲
下
階
一
魯
人
一
得
う
罪
者
。
皆
與
二
犯
レ
法

之
人
一
同
罪
Q

シ
。
尊
長
Q
卑
幼
ヲ
犯
ス
ハ
。
親
厨
相

盗
律
二
依
リ
。
逓
減
シ
テ
。
罪
ヲ
科
ス
。

　
　
詐
欺
取
レ
財
（
繭
）

凡
官
私
ヲ
詐
欺
シ
テ
Q
財
物
ヲ
取
ル
者

ハ
。
井
二
嫌
二
計
へ
Q
窃
盗
高
準
シ
テ

論
ス
o
罪
o
流
三
等
一
｛
止
ル
Q
二
箏
親

以
下
自
ラ
相
詐
欺
ス
ル
者
モ
Q
亦
親
属

相
盗
律
　
依
り
。
遍
減
シ
テ
。
罪
ヲ
科

ス
o
若
監
臨
Q
主
守
Q
監
守
ス
ル
財
物

ヲ
一
詐
取
ス
ル
者
ハ
〇
一
監
ゐ
寸
自
次
耽
ヲ
以
テ

一
論
ス
o
山
木
タ
得
サ
ル
者
ハ
o
其
詐
取
セ

ン
ト
欲
一
ス
ル
動
㎜
ヲ
計
へ
。
二
等
ヲ
減
シ
。

罪
ヲ
科
ス
。
若
シ
人
ノ
財
物
ヲ
o
胃
認

シ
テ
Q
己
ノ
物
ト
爲
シ
。
及
ヒ
読
嫌
o

局
騙
。
拐
帯
ス
ル
者
モ
。
亦
賊
昌
計
へ
。

窃
竹
こ
準
シ
テ
論
ス
◎
国
非
Q
流
一
こ
等
こ

止
ル
。
親
腸
ナ
ラ
ハ
。
亦
親
厨
相
盗
律

二
依
リ
Q
逓
減
シ
テ
Q
罪
ヲ
科
ス
Q

　
　
詐
教
一
誘
人
一
犯
レ
法
（
儲
）

凡
詐
テ
人
ヲ
教
誘
シ
テ
Q
法
ヲ
犯
サ
シ

メ
Q
彿
テ
自
ラ
捕
獲
財
Q
若
ク
ハ
告
畢

シ
。
或
ハ
人
ヲ
シ
テ
Q
捕
告
セ
シ
ム
ル

者
ハ
O
法
ヲ
犯
ス
人
卜
同
罪
。

窃
盗
を
以
論
決

　
若
人
を
恐
催
せ
し
め
迫
ら
し
め
て

取
候
も
の
ハ
一
等
を
加
ふ

　
人
を
欺
て
法
度
を
犯
し
む
（
儲
）

一
　
詐
而
人
を
教
へ
法
度
を
背
し
め
、

制
禁
を
犯
し
む
る
も
の
、
皆
犯
人
と

同
罪

　
　
ニ
ニ
　
　
　
　
　
（
山
ハ
五
〇
）

窃
盗
に
准
し
て
論
す
　
若
撫
鱗
之
恐
嚇

し
て
迫
て
取
も
の
は
、
一
等
を
加
ふ
、

卑
幼
、
尊
長
を
犯
す
は
凡
人
に
嚇
等
を

加
へ
、
尊
長
、
卑
幼
を
犯
す
は
、
櫨
癬

塊
ゆ
藤
親
驕
柏
盗
條
に
依
、
減
科
す

　
人
を
激
へ
欺
き
法
を
犯
し
む
（
嚇
）

凡
・
詐
て
人
を
教
へ
欺
を
・
法
を
犯
し

む
る
者
は
、
犯
人
と
同
罪



　
　
後
瞳
　
新
律
綱
領
は
明
治
三
年
＋
二
月
頒
布
當
時
の
律
丈
に
擦
る
。

　
こ
の
四
律
を
封
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
新
律
綱
領
は
ほ
と
ん
ど
明
律
の
直
鐸
髄
で
あ
る
が
、
刑
法
草
書
と
假
刑
律
は
そ
れ
に
比
較
す
る
と

は
る
か
に
く
だ
け
た
日
本
丈
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
假
刑
律
が
明
律
を
糧
受
す
る
場
合
、
直
接
に
は
刑
法
草
書
に
振

つ
た
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
瓦
か
え
れ
ば
催
刑
律
は
刑
法
草
書
を
鰯
媒
と
し
て
明
律
を
探
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例

は
假
刑
律
の
「
婦
女
犯
罪
」
「
監
守
自
盗
」
「
墳
墓
稜
掘
」
「
彊
窃
盗
の
宿
」
「
宮
殿
内
念
孚
」
「
父
阻
之
奉
養
を
敏
」
「
親
驕
相
姦
」
「
主
家
之
婦
二

姦
す
」
「
詐
て
官
員
と
稻
す
」
「
詐
て
死
と
構
す
」
等
、
刑
法
草
書
と
重
複
す
る
條
項
の
多
く
に
み
ら
れ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
ご
と
く
、
假
刑
律
の
構
造
と
内
容
に
封
す
る
刑
法
草
書
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
の
事
實
こ
そ
は
、
そ
の
編
纂
者
が
肥

後
藩
の
關
係
者
で
あ
つ
た
こ
と
よ
り
す
る
當
然
の
蹄
結
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
私
は
從
來
多
く
の
學
者
に
よ
つ
て
い
わ
れ

て
き
た
よ
う
な
大
寳
律
、
明
、
清
律
、
御
定
書
の
影
響
を
否
認
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
八
虐
六
議
の
條
に
現
わ
れ
て
い
る
わ
が
古
律
の
復

活
・
藩
臣
信
侶
の
閏
刑
に
お
け
る
御
定
書
の
模
倣
、
そ
の
他
全
編
に
み
な
ぎ
る
明
、
清
律
の
影
響
は
、
き
わ
め
で
顯
著
で
あ
つ
て
否
定
す
べ
く
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
比
較
し
て
優
る
と
も
劣
ら
ざ
る
強
い
影
響
を
、
胞
後
藩
刑
法
草
書
が
與
え
て
い
る
事
實
を
、
こ
玉
に
私
は
彊
調
し
た

い
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
小
早
川
、
前
掲
法
制
史
論
九
八
O
頁
以
下
Q
な
お
「
新
律
綱
領
及
ぴ
改
定
律
例
の
編
纂
過
程
と
其
の
判
決
に
就
い
て
」
（
前
掲
明
治
法
制
叢
考
所
牧
）
に

　
も
、
し
ば
し
ば
假
律
の
内
容
に
諭
及
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
前
掲
「
藩
法
賓
料
集
成
」
解
題
一
頁
、
二
頁
。

（
3
）
　
牧
・
前
掲
「
肥
後
藩
刑
法
草
書
の
成
立
」
四
〇
頁
。

（
4
）
　
牧
、
前
掲
論
文
四
三
頁
。

（
5
）
　
瞥
は
「
大
頭
裡
二
分
七
厘
、
小
頭
裡
｝
分
七
厘
、
長
三
尺
五
寸
」
。
杖
は
「
大
頭
径
三
分
二
厘
、
小
頭
径
二
分
二
厘
、
長
三
尺
五
寸
」
（
期
醐
獄
）
。

（
6
）
　
験
燭
殺
人
の
ご
と
き
特
殊
の
場
合
に
は
、
絞
、
斬
以
外
に
、
身
髄
を
寸
噺
す
る
「
陵
遅
」
と
い
う
極
刑
も
行
わ
れ
た
（
棚
辮
）
。

　
　
假
刑
律
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
六
五
一
）



　
　
假
刑
律
の
輔
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
六
五
二
）

（
7
）
　
火
罪
は
元
年
＋
一
月
十
三
日
の
達
で
慶
止
さ
れ
、
礫
は
、
新
律
綱
領
の
施
行
で
慶
止
さ
れ
た
。

（
8
）
　
瀧
川
政
次
郎
「
律
令
割
度
」
（
岩
波
日
本
歴
史
）
エ
ハ
頁
、
六
八
頁
Q

（
9
）
　
幕
府
法
で
は
、
累
犯
加
重
の
｝
般
的
規
定
は
な
い
が
、
個
別
的
に
は
そ
の
よ
う
な
虎
置
を
行
っ
て
い
た
（
高
柳
眞
三
「
徳
川
時
代
刑
法
の
概
槻
」
司
法
賛

　
料
別
珊
第
九
號
八
五
頁
以
下
）
。
藩
法
で
は
和
歌
山
藩
國
律
、
盛
岡
藩
律
、
弘
前
藩
御
刑
法
牒
、
亀
岡
藩
議
定
書
、
名
古
屋
藩
仕
置
定
等
に
個
別
的
な
再
犯
加
重

　
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
唐
律
で
は
「
詐
欺
官
私
以
取
財
物
」
は
詐
傭
（
倦
取
）
に
、
「
恐
喝
取
人
財
物
」
は
賊
盗
（
蜷
＋
）
に
入
っ
て
い
た
。
わ
が
古
律
も
こ
れ
に
準
じ
て
「
恐
喝
條
」
は

　
賊
盗
律
に
、
「
詐
欺
坂
財
物
條
」
は
詐
傭
律
に
入
れ
た
。
し
か
し
明
律
は
爾
者
共
に
賊
盗
に
入
れ
て
い
る
。
新
律
綱
領
は
そ
れ
に
傲
つ
た
の
で
み
る
。
刑
法
草
書
、

　
假
刑
律
は
爾
者
を
一
ケ
條
に
ま
と
め
て
盗
賊
、
賊
盗
に
入
れ
た
Q

五

　
周
知
の
ご
と
く
明
治
維
新
は
、
思
想
的
に
は
コ
つ
の
面
を
内
包
し
て
い
た
。
一
つ
は
「
復
古
」
の
聲
に
象
徴
さ
れ
る
王
朝
制
度
の
復
活
で
あ
り
、

他
は
「
維
新
」
の
叫
び
に
照
磨
す
惹
西
洋
文
明
へ
の
憧
僚
で
あ
つ
た
。
明
治
時
代
が
辿
つ
た
途
は
、
こ
の
新
薦
爾
思
想
が
大
き
な
渦
を
え
が
き
な

が
ら
、
次
第
に
後
者
へ
引
き
づ
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
維
新
直
後
、
刑
事
を
重
覗
す
る
傳
統
と
、
當
面
の
治
安
を
確
保
す
る
實
際
上
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
せ
ま
ら
れ
て
、
ま
す
刑
法
典
の
編
纂
が
企
圖
さ
れ
た
と
き
、
ま
だ
西
洋
刑
法
の
具
艦
的
認
識
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
つ
江
こ
と
と
て
、
王

朝
時
代
の
律
が
想
起
さ
れ
た
の
は
き
わ
め
て
當
然
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
わ
が
王
朝
の
律
が
唐
律
を
典
嫉
と
し
た
先
例
に
從
い
、
當
時
も
つ
と
も
完

備
し
た
律
と
し
て
知
ら
れ
た
明
律
（
鵬
附
蹴
鷲
競
翻
）
が
直
接
の
母
法
と
し
て
考
え
ら
れ
丸
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
す
で
に
徳
川
時
代
に
は
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
學
者
の
間
に
、
明
律
令
の
研
究
は
相
當
盛
に
行
わ
れ
、
二
三
の
藩
に
は
そ
の
系
統
の
藩
刑
法
も
み
ら
れ
た
が
、
就
中
肥
後
藩
刑
法
草
書
は
そ
の

典
型
で
あ
つ
た
。
新
政
府
が
律
の
復
活
を
企
圖
し
た
際
、
同
藩
の
者
を
選
用
し
た
こ
と
は
、
天
野
御
民
の
い
う
ご
と
く
塞
に
「
卓
越
」
し
た
人
事

と
評
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
假
刑
律
は
編
纂
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
早
急
の
期
間
に
作
成
さ
れ
だ
も
の
と
て
甚
だ
不
完
全
な
法
典
で
あ
つ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
明
治
二
年
三
月
あ
ら
た
に
新
律
綱
領
の
編
纂
が
開
拓
さ
れ
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
な
お
假
刑
律
に
つ
い
て
は
、
そ



の
施
行
範
園
、
新
律
綱
領
へ
の
影
響
等
、
考
究
す
べ
き
問
題
も
多
い
が
、
こ
X
で
は
從
來
看
過
さ
れ
て
き
た
そ
の
編
纂
時
期
、
編
纂
者
及
び
肥
後

藩
刑
法
草
書
の
影
響
に
つ
い
て
の
一
試
論
を
提
供
す
る
に
と
穿
め
、
他
は
訳
の
機
會
を
待
ち
た
い
。

　
（
1
）
　
西
洋
刑
法
の
先
騙
と
し
て
佛
蘭
酉
法
の
内
容
が
移
入
さ
れ
た
の
は
、
新
律
綱
領
編
纂
開
始
後
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
佛
蘭
酉
法
典
の
移
入
」

　
　
歴
史
と
生
活
第
六
巻
第
五
號
三
二
頁
以
下
滲
照
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
（
2
）
　
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
東
亜
人
丈
學
報
第
四
巻
第
二
號
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。

　
　
後
記
　
本
稿
は
、
昭
和
二
十
五
年
度
慶
慮
義
塾
學
事
振
興
資
金
の
補
助
を
う
け
た
「
明
治
初
期
刑
法
の
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
二
十
且
稿
）

假
刑
律
の
一
考
察

コ
五

（
山
ハ
五
一
二
）


